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【概要】 

物質のキラリティ（左右非対称性）は、他の左・右のキラルな物質もしくは場との非対称な相互作用を通じ

て識別が可能になる。スピン角運動量（s = ±1）を有する円偏光はキラルな電磁場であり、古くからキラ

ル物質との相互作用が研究されてきたが、近年、新たなキラル電磁場として軌道角運動量 l を持つ光渦

とのキラル相互作用が、基礎物理と応用の双方の観点から注目を集めている。しかし、Local property で

あるスピン角運動量と異なり、軌道角運動量は Global property であることから、キラル相互作用の研究

において、光渦とキラル物質とのサイズマッチングが極めて重要になる。そこで、波動関数がサブ波長程

度まで広がっている局在プラズモンモードを示すキラルナノ構造がキラル光相互作用の解明において期

待される。本セミナーでは、シンプルなプラズモンモードでありながら極めて大きなキラル光相互作用を示

すねじれ金ナノロッドダイマー[1]を紹介し、特に軌道角運動量を持つ光渦とのキラル光相互作用[2]につ

いてのメカニズムを、光のキラリティを表す物理パラメーターOptical chirality（Zilch）[3]と多重極子プラズ

モンモードの観点から考察する。 
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使 用 言 語  ： 日本語 

紹 介 教 員  ： 小西 邦昭 

本件連絡先  ： 

申 込 方 法  ： Google forms（下記）にて参加の申し込みを行ってください。 

当日までにご登録いただいたメールアドレス宛に Zoom の URL を送付いたします。 

https://forms.gle/khQeUb6JfP2RQyU26 

※本セミナーはオープンですが、記録のため参加者のお名前、ご所属、メールアドレスをいただいております。 
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